
 
様式２ 

令和 6年度 「学生プロデュース」実施結果報告書 
 

１ プロジェクト名 

席ゆずりますマーク拡散プロジェクト～言えないどーぞのきっかけに～ 

２ 実施日程 

8月 16日（金）柏原市役所打ち合わせ 

10月 26日（土）ロハスパーク大阪柏原 

10月 27日（日）ロハスパーク大阪柏原 

11月 11日（月）マーク・チラシ配布（教室） 

11月 14日（木）マーク・チラシ配布（教室） 

11月 18日（月）マーク・チラシ配布（エレベータ前） 

11月２１、22日（木、金）マーク・チラシ配布（エレベータ前） 

3 実施内容 

柏原市役所（政策推進部 企画調整課）にお話をさせていただき、10 月 26、27 日のイベント（ロハスパーク大阪柏原）

にてマークとチラシを配布した。 

 

10月 26、27日（１０：００～１６：００） 

チラシ約３００枚、マーク約 1９６個 

 

11月１１、14日 月 2限後 B２－101、木 4限後 A－213でマーク・チラシ配布。それぞれ約１４０ずつ。 

11月 18、２１、２２日 エレベーター前広場にてマーク・チラシ配布。約２００個。 

 

その他希望者に対して約５０個配布済み（活動終了 12月 31日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 経費の使途 

 【配分額   １６０，０００円】 

事   項 数 量 単  価 金額 備  考 

コピー用紙 ２ ８７０ 1,740  

席ゆずりますマークキーホルダー 300 ２５３ 75,900  

大判プリント １ 600 600  

大判プリント １ 1,200 1,200  

チラシ 1000 ６ 6,000  

席ゆずりますマークキーホルダー 200 ２３２ ４６，４００  

大判プリント ３ 1,200 3,600  

席ゆずりますマークキーホルダー 100 238 23,800  

     

     

合   計 159,240  



 

5 プロジェクトの成果 

今回のプロジェクトの大きな成果として、マークの個数が昨年度の活動よりも大幅に増えたことが挙げられる。昨年

度の活動で配布したのは 120 個。特に住吉高校に約 60 個を配布したので、本学の学生に対してはほとんど配布

ができていなかった。それを踏まえ、今年度は合計で 600個を配布、そのうち 400個は大教生に配っている。チラシ

に関しても 750 枚ほどは大教生に配っている。私たちが配布した分に限らず、多文化の先生方から授業を通して広

めていただけたり、生協に広めていただけたりと第三者からの協力を多く受けられたので、より多くの人に届けられた

のではないだろうか。同期間にインスタグラムのプロフィール欄に Google Forms のリンクを張り付け、どのような状

況で譲ったかという内容のアンケートを設置したが、回答は得られなかった。また、昨年度と同様にＡ棟、第一食堂、

第二食堂、アイリス前など各掲示板にもポスター掲示ができた。したがって、多くの学生や教員が見ることもできたの

ではないだろうかと考えている。本年度の目標であった広めるということに関して、「大教内での知名度を上げる→柏

原市での知名度を上げる」という繋がりについて注目をした活動にできた。その理由は昨年度までの課題から改善

を加えたからである。昨年度までは広めるという点に関してどこから広めていくかが定まっていなかった。その点につ

いて企画の提出の時点でご指摘を受けたこともあり、結果大教の学内に対する活動に重点を置くという方針が決定

した。広め方としては、多文化リテラシーから教育協働に波及していくような形を想定していた。しかしながら多文化リ

テラシーコースに広めた後、グローバル教育専攻として同じである英語コミュニケーションに広める方法が難しかっ

たため、私たちが受けていて、人数の多い授業の後の時間を使うことで多く広めるようにした。受講生に授業後の休

み時間を 5分程度もらい、チラシとマークをセットで配布した。その結果、多岐にわたるコースで宣伝できたうえ、友達

伝いに広まって「マークが欲しい」という話も出たため、広めることができたのではないかと考えられる。また、多文化

の先生から広めていただけたため、同じ多文化の先生や留学生からも「マークが欲しい」という話をいただく機会が

あった。今回の活動で見られた意見として、「マークが欲しい」というものに加え、「マークの効果よりも付けている人

がとにかく増えることが大切なのではないだろうか」というものがあった。マークの実際の効果よりも、席を譲る意思

表示から、過ごしやすい車内の空気へつながることが考えられ、それが重要であるのではないかという意見であっ

た。 

 


